
平成２７年９月教育研究評議会議事録 

Ⅰ．日 時 平成２７年９月１０日（木）１４時３３分～１５時４０分 

Ⅱ．場 所 事務局第１会議室 

Ⅲ．出席者：徳久学長、中谷、渡邉、松元、安村、猿渡各理事、山田（賢）、高橋、酒井、 

井上、宮﨑、関、尾松、高山、山口、林、山本、井宮、小澤、村岡、五十嵐、 

木庭、米村、中原、柳澤、中村、岩永、櫻井、松浦、大西、佐藤、西田、 

石井（徹）、高垣各評議員（３４名） 

  オブザーバー：桑古監事、上野室長

（欠席者：堀理事、小林、石井（正）、中山、建石、笹川、加納、泉、 

山田（哲）、白澤、齊藤、岡本、竹内各評議員） 

Ⅳ．前回教育研究評議会議事録について 

原案どおり承認された。 

Ⅴ．審議事項 
１．国立大学法人千葉大学の組織に関する規則等の一部改正（案）について 

中谷理事から、資料に基づき説明の後、審議の結果、承認された。 

２．国立大学法人千葉大学教員のサバティカル研修に関する規程の一部改正（案）につ 
いて 

安村理事から、資料に基づき説明の後、審議の結果、承認された。 
主な質疑応答は下記のとおり。 
・新Ｃサバティカルは、どの年齢層が申請すると想定しているのか質問があり、 

特に年齢層は想定していない旨の回答があった。また、サバティカルを教授が 
取得することにより、若手が業務を負担することについて質問があり、各部局 
で運営に支障が無いという判断の上で申請しているので、部局長のガバナンス 
のもと調整していただきたく、今後、支障が生じるようであれば、検討してい 
きたい旨の発言があった。 

・サバティカルを取得した教員がいる研究室について、他の人の業務を軽減する 
ために、非常勤職員を大学として措置するなど配慮いただきたい旨の要望があ 
り、今後予算状況を見ながら、運用面について検討していきたい旨の発言があ 
った。 

３．千葉大学寄附講座及び寄附研究部門規程等の一部改正（案）について 
松元理事から、資料に基づき説明の後、猿渡理事から補足説明があり、審議の 

結果、承認された。 

４．国立大学法人千葉大学における懲戒処分の公表基準の一部改正（案）について
安村理事から、資料に基づき説明の後、審議の結果、承認された。 

５．千葉大学渡日前奨学金申請登録制度の導入について 
渡邉理事から、資料に基づき説明の後、審議の結果、承認された。 
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Ⅵ．報告事項 
１．平成２８年度設置審査結果について  

中谷理事から、資料に基づき報告があった。 
 
２．平成２８年度教員人事計画について 

安村理事から、平成２８年度教員人事計画について報告があった。 
 
３．教育関係共同利用拠点の認定について 

渡邉理事から、資料に基づき報告があった。 
 
４．共同利用・共同研究拠点の期末評価結果について 

松元理事から、真菌医学研究センターと環境リモートセンシング研究センター 
の期末評価について報告があった。 

 
５．平成２７年司法試験の結果について  

林専門法務研究科長から、資料に基づき報告があった後、安村理事から補足説 
明があった。 

 
６．千葉大学における外部検定試験（TOEFL/TOEIC）の実施について 

渡邉理事から、資料に基づき報告があった。 
 
７．千葉大学オープンキャンパスの参加状況について  

佐藤副学長から、資料に基づき報告があった。 
 

８．経営協議会委員の辞任について 
学長から、経営協議会委員の桜田委員より、９月３０日をもって委員を辞任し 

たい旨の願い出があった旨の報告があった。 
 

以上 


